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企業名：

株式会社iCARE

組織名（取り組み部署）：

コーポレート部（活動は全社的に実施）

取り組み名称：

「仲間に愛はあるのか？プロジェクト！」
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急激成長中！ 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18人 

54人 

34人 

79人 

事業拡大に伴い体制も強化、メンバーも急増！2年で2倍になりました！

さらに2021年1月~5月で、27名が入社しています！

その中でも約4分の1がフルリモート社員です！

急成長の中で、

・「誰がどの部署で何をしているのか分からない」

・「業務フローが口頭で伝えられており、業務の質にばらつきが出る」

などの課題も出てきました。
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大切にしていること 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iCAREではCredoの３つを常に大切にしています。 

業務上のコミュニケーションも常に 

Credoに沿っているかどうかという観点から考えることを求められます。 

特にコーポレート部では、「仲間に愛はあるか？」を掲げ、 

他のメンバーが「自分にフタをしていない」状態で、 

「家族に誇れる」ような仕事が出来る職場作りを目指しています。 

＼Point！／ 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取り組み１：業務ツールで「ありがとう」を伝える　 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感謝を伝えるアプリ：GJ Carely

【GJ Carelyとは】
エンジニアチームが開発したアプリです。（2018年~） 
Slackと連携しており、 
感謝を伝えたい相手とGJ Carelyにメンションをつけると、 
感謝ポイントがたまります。 
 
【意図・目的】 
・「恥ずかしさ」ハードルを下げて気軽に感謝を伝えやすく 
・感謝の見える化
・距離のある仲間とのコミュニケーションの促進
・前向きで協力しやすい仕事環境作り
 
【効果】 
・「ありがとう」をされた回数だけでなく、
　　伝えた回数も数値化が可能に。 
・全社員が日常的に使用するほど普及。
 
平均で年間1人あたり平均1,000回使用しており、 
1日あたり5回弱利用しています。 
業務を円滑に進める上でかなり貢献しています。 
 
【メンバーの声】 
GJがなくても感謝は普通に伝えるかなと思うけど、 
GJもらうとありがとうがより印象づきます。（2019.4入社） 
手軽に相手を褒められるところが良いです。（2020.12入社） 

　　社員B

Kito

@Kito

@sato
@sato

　　社員C

　　社員A

　　リモート社員 F　　リモート社員 E

　　リモート社員 D
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取り組み２：知識を蓄積・共有する 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【QAサービス】 
Q&A形式で、ナレッジを蓄積・共有出来るクラウドサービス。2020年7月より利用開始。 
 
【導入背景・目的】 
メンバーが増え、所持している知識がばらつき始めたことから。 
 
【効果】 
・在宅勤務というなかなか気軽に分からないことを聞けないという状態の解消 
・自分以外の仲間のためにこそ質問を投稿するようになった。 
・質問を入れて解決：終わり、ではなく新たなコミュニケーションのきっかけにもなっています。 
　例）「ここに書いてあったことについて、もう少し詳しく教えて下さい！」 
・分からければまずはここを検索する意識が浸透し、投稿数・閲覧数は半年強で10倍以上に増加。 
 
今後は、新入社員がより欲しい情報により効率的にたどり着きやすいように、工夫していきます。 
 

佐川真希

※業務上の知識以外のこんな投稿もあります※ 

T. Suzuki

＠Sales_

1,132

12,420

102
1,063

2020年8月~2021年4月
総投稿数：102→1,132：11倍
総閲覧数：1,063→12,420：11.5倍
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取り組み３：新しいメンバーを既存メンバーに紹介する 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新入社員を歓迎する全社イベントです！ 

2020年9月から毎月行っています。メンバーが100人を超え、 

「誰が誰だか分からなくなってきた」を解消するとともに、 

1日でも早く打ち解けられることを目的としています。 

また、産育休から復帰したメンバーも暖かく歓迎します！


